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１．事業の目的 

 

平成２０年４月からの診療報酬改正に伴い、「医師事務作業補助体制加算」が新設され

た。具体的には、①カルテへの代行入力、②診断書等の文書作成補助、③医療の質の向上

に資する事務作業、④行政上の業務（緊急医療情報システムへの入力等）の４点であり、

このような業務を遂行する職員がいる病院は評価され、病院の収入増に結びつく。このよ

うにこれからの医療事務職員に求められる資質は急速に変化しており、電子カルテやDPC、

レセプトチェック、公費・総括に関わる知識や接遇応対など多岐にわたるスキルを必要と

する。そこで、今回のプログラムではこの点に焦点を当て、電子カルテ・ＤＰＣ（医療費

の包括請求)を始め、レセプトチェック、実務には欠かせない公費総括などの幅広い現場

で必要とされる教育プログラムを提供することにより、高次のスキルを習得し、再就職活

動を有利に展開することを主眼に置いた。 

 

２． 事業の実施に関する項目 

①� リキュラムの概要（目的・科目数・内容・期間） 

 

習得させた技術と知識は次の通りである。①電子カルテの必要性と入力方法と実践②Ｄ

ＰＣ基礎知識とシステム操作③レセプトチェックの基礎と応用④全国公費と愛知公費・総

括⑤医療事務従事者としての心構えと実践におけるメディカルマナー⑥サービス業にお

ける基礎介護知識と技術。 

●開設講座数：６講座 

●総時間数：１９２時間 

●開設期間：平成 21 年 11 月 2 日～平成 22 年 1 月 26 日 

【科目数・時間】 

① 電子カルテ６０時間 

② ＤＰＣ１８時間 

③ レセプトチェック３０時間 

④ 公費・総括６時間 

⑤ メディカルマナー６時間 

⑥ サービスケア専門士３０時間 

⑦ 病院実習３０時間 



⑧ 入校式・修了式・キャリアコンサルティング１２時間 

 

②受講者の募集方法（手法・期間・効果） 

 

中日新聞による広告 

掲載日） 

① 10 月 6 日尾張版記事下 2 段１/４ 

② 10 月 7 日スクールインフォメーション 市民版・尾張版 

③ 10 月 8 日市民版記事下 ２段１/４ 

【効果】 

ＴＥＬ問い合わせ：３２件 

応募数：２２件→合格者数：１３件 

※医療事務経験者に該当しない応募に対しては不合格扱いとした。 

 

④ 受講者の状況 

 

受講生１３人の内訳は下記の通りである。 

【性別】男性０人 女性１３人 

【年齢】２０代７人 ３０代６人 

 

⑤ 受講者の意識調査等 

 

受講生満足度は下記のとおりとなった。 

○今回のプログラムは役に立ちましたか？ 

大変満足：６人（６０％） 満足：４人（４０％） 普通０人（０％） 

不満：０人（０％） 大変不満：０人（０％） 

 

○どの科目が一番役に立ちましたか？ 

電子カルテ８人（８０％） DPC１人（１０％） レセプトチェック１人（１０％） 

公費・総括０人（０％） メディカルマナー０人（０％） サービスケア専門士０人（０％）

病院実習０人（０％） 

 

⑥ 受講後の状況（修了者数・就職率） 

 

受講生数：１３名 

修了者数：１０名 

就職希望者数：１０名  

就職者数６名（正規雇用２名、非正規雇用４名）未就職者数７名（未修了者３名含む） 

就職率４６．１％ ※2月末時点 

 

３．事業の評価に関する項目 

①� 当初目的の達成状況 

 



医療事務経験者が対象となるプログラムであったが、医療事務経験の内容・期間に差が

あり、習得状況に個人差が見らはいるが、修了した 10 名については、おおむね即戦力と

なりうるスキルを身に付けていただくことが出来た。 

離職期間のブランクを埋めるという意味でも、病院実習は効果的であり、なおかつ就職意

識向上に繋がったとのアンンケート結果が出ている。 

 

②事業の成果及び改善点 

 

２．事業の実施に関する項目にて挙げた６項目の習得および再就職が今回のプログラム

目的である。成果の総括として、まず電子カルテとＤＰＣの導入の必要性と意義、さらに

は就職への意欲を向上させる指導を続けていた点を挙げておきたい。今回のプログラムを

受けたことにより、ブランク期間中のスキルの引き上げ、再就職意欲の引き上げが実現で

きたことは大きな成果と考える。プログラムは、概ね問題なく進行できたが、プログラム

開始時点でのスキル・知識に個人差があり、講師が苦慮したが、医療事務基礎について電

子カルテで触れることにより、その後の授業が円滑に進行でき、プログラム成果のＵＰに

大いに繋がったと考える。 

 

③次年度以降における課題・展開 

 

各カリキュラムの時間数について再考の余地がある。特にＤＰＣについては１８時間だ

と基本的な概要に終始してしまい、即戦力になりうる箇所まで触れることは物理的に難し

かった。今後の展開においては、時間数を３０時間程度で実施することが望ましい。 

また、個人のスキル・知識に差があることから、医療事務基礎という科目を追加実施し、

スタートラインの個人差を出来るだけ軽減することが成果ＵＰに繋がると考える。 

 

⑦ 成果の普及 

 

今後は、プログラムを定期的に開催することにより、地域における高度な電子カルテ等

関連スキルを身に付けた人材の育成を図る。魅力ある地域づくりに必要な教育機関の核と

して地域社会に貢献する。今後ますます電子カルテやＤＰＣを導入する医療機関が増え、

このスキルを身に付けた人材が活躍する場が現場より求められることは確実である。した

がって、より当校の果たす役割も大きく重要になっていくと考える。 

 

 


